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流流れれをを変変ええよようう
大きな共同で

１９９８年１１月１５日

失失
業業
者者
要要
求求
アア
ンン
ケケ
ーー
トト

景気対策�
雇用促進を

影
山
健
氏
擁
立

く
ら
し
・
教
育
・
平
和
を
ま

も
る
清
潔
な
革
新
県
政
を
つ
く

る
会
（
革
新
県
政
の
会
）
は
、

十
一
月
四
日
、
名
古
屋
市
中
区

の
産
業
貿
易
会
館
で
臨
時
総
会

を
開
き
、
来
年
二
月
に
お
こ
な

わ
れ
る
愛
知
県
知
事
選
挙
に
影

山
健
氏
（
六
八
歳
・
愛
知
教
育

大
学
名
誉
教
授
）
を
擁
立
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
三
宅
一
光
県
政

の
会
事
務
局
長
が
、
「
万
博
や

中
部
国
際
空
港
な
ど
の
大
型
開

発
事
業
を
最
優
先
し
、
教
育
・

福
祉
の
切
り
捨
て
な
ど
県
民
に

犠
牲
を
押
し
つ
け
る
県
政
の
転

換
を
は
か
る
た
め
に
、
県
民
本

意
、
県
民
が
主
人
公
の
県
政
を

願
う
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
、

大
き
な
共
同
で
流
れ
を
変
え
よ

う
」
と
提
案
を
し
ま
し
た
。

井
上
利
雄
県
政
の
会
候
補
者

選
考
委
員
長
は
、
影
山
氏
が
、

「
会
の
政
策
を
尊
重
し
、
誠
実

に
実
行
で
き
る
人
で
候
補
者
擁

立
の
基
準
に
あ
っ
た
人
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た

影
山
健
氏
は
、
「
海
上
の
森
で

の
万
博
は
環
境
破
壊
、
大
型
事

業
優
先
の
愛
知
県
政
の
象
徴
。

こ
れ
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
県

政
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
だ
。

お
年
寄
り
や
障
害
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
県
政
を
。
県
民
が

夢
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
県
政

を
。
情
報
公
開
と
住
民
参
加
の

県
政
の
実
現
を
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
。

総
会
参
加
者
か
ら
は
影
山
氏

擁
立
を
歓
迎
す
る
発
言
が
多
数

出
さ
れ
、
生
協
労
連
の
榑
松
さ

ん
は
、
「
不
況
で
県
民
が
苦
し

ん
で
い
る
の
に
、
暮
ら
し
や
中

小
企
業
に
は
お
金
を
出
さ
ず
、

万
博
に
は
金
を
使
う
県
政
は
、

普
通
の
人
が
普
通
に
考
え
た
ら

お
か
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
多

く
の
人
と
共
同
し
て
県
政
を
変

え
よ
う
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
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一
宮
地
区
労
連
で
は
、
Ｊ
Ｒ

や
名
鉄
な
ど
２０
駅
で
早
朝
ビ
ラ

配
布
、
そ
の
後
三
市
三
町
（
一

宮
、
尾
西
、
稲
沢
市
、
木
曽

川
、
祖
父
江
、
平
和
町
）
と
一

宮
労
働
基
準
監
督
署
、
一
宮
職

業
安
定
所
へ
雇
用
の
確
保
や
消

費
税
引
き
下
げ
な
ど
を
求
め
る

緊
急
要
請
を
し
ま
し
た
。

一
宮
地
域
で
は
、
長
び
く
繊

維
不
況
で
旗
屋
さ
ん
が
廃
業
に

追
い
込
ま
れ
、
さ
ら
に
こ
の
消

費
不
況
で
、
染
色
・
整
理
業
で

の
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。
一
宮
職
安
が
管
轄

す
る
三
市
三
町
の
九
月
の
有
効

求
人
倍
率
は
〇
、
四
六
。
愛
知

の
〇
、
六
倍
よ
り
も
落
ち
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
半
年
間
で
求

人
は
２４
・
２
％
減
少
、
求
職
者

は
１９
・
９
％
の
増
加
。
職
安
で

は
夕
方
近
く
な
っ
て
も
職
を
求

め
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
消
費
不
況
と
大
型
店
の
出

店
で
、
一
宮
七
夕
祭
り
で
有
名

な
本
町
周
辺
の
商
店
街
で
も
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
お
ろ
し
て
い
る
店

が
出
て
い
ま
す
。

市市
民民
生生
活活
やや

営営
業業
守守
れれ
とと

一
宮
市
の
思
い
や
り
会
館
で

お
こ
な
わ
れ
た
要
請
に
は
、
医

労
連
や
愛
高
教
、
全
動
労
を
始

め
１５
人
が
参
加
し
、
特
に
落
ち

込
み
の
激
し
い
こ
の
地
域
で
の

不
況
対
策
や
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
、
市
民
の
生
活
と
営
業
を

守
る
為
の
施
策
に
つ
い
て
懇
談

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
局

は
相
変
わ
ら
ず
の
、
ゼ
ネ
コ
ン

中
心
の
企
業
誘
致
で
抜
本
的
な

失
業
対
策
に
は
到
底
お
よ
び
ま

せ
ん
。

要
請
行
動
に
参
加
し
た
一
宮

「
消
費
税
や
医
療
改
悪
の
意
見

書
で
も
市
は
逃
げ
腰
で
、
国
の

動
向
を
見
て
と
い
う
が
、
消
費

税
を
５
％
か
ら
３
％
に
戻
す
だ

け
で
、
支
出
が
減
り
市
は
５
億

円
増
収
に
な
る
。
公
共
事
業
へ

の
地
元
企
業
へ
の
発
注
な
ど
、

景
気
対
策
の
道
筋
と
、
ど
う
財

源
を
作
る
の
か
を
も
っ
と
考
え

る
べ
き
だ
。
ま
た
、
市
民
が
要

求
し
て
い
る
。
巡
回
バ
ス
が
あ

れ
ば
、
病
院
や
市
役
所
経
由
で

商
店
街
へ
足
の
な
い
お
年
寄
り

も
行
く
こ
と
が
で
き
、
商
店
街

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
地

域
再
生
の
対
策
を
市
は
も
っ
と

考
え
て
欲
し
い
」
と
市
政
に
不

満
を
語
り
ま
し
た
。

十
月
二
七
日
発
表
さ
れ
た
九

月
の
有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
四

九
倍
で
前
月
よ
り
〇
・
〇
一
ポ

イ
ン
ト
低
下
。
不
況
の
長
期
化

か
ら
雇
用
情
勢
は
一
段
と
深
刻

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

愛
労
連
は
十
月
二
八
日
、
名

古
屋
南
職
業
安
定
所
前
で
、
求

職
者
の
要
求
を
つ
か
も
う
と

「
失
業
者
向
け
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
職
安

で
は
若
い
人
と
五
〇
代
、
六
〇

代
の
失
業
者
が
目
を
引
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し

な
が
ら
話
を
聞
く
と
、
五
六
歳

の
男
性
は
、
「
一
年
前
に
木
材

関
係
の
会
社
が
倒
産
。
ほ
と
ん

ど
毎
日
求
人
表
を
見
に
職
安
に

き
て
い
る
が
、
め
ぼ
し
い
職
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
あ
っ
て
も
一

つ
の
求
人
に
対
し
求
職
者
が
一

〇
人
も
二
〇
人
も
殺
到
し
、
と

て
も
就
職
で
き
な
い
。
政
府
は

も
っ
と
景
気
対
策
や
雇
用
の
促

進
を
し
っ
か
り
や
っ
て
欲
し

い
」
と
政
府
の
無
策
ぶ
り
に
怒

り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
四
六
歳
の
女
性

は
、
「
三
年
連
続
の
赤
字
続
き

だ
っ
た
が
、
去
年
の
九
月
以
降

の
医
療
費
改
悪
で
受
診
抑
制
が

増
え
、
収
入
が
激
減
。
と
う
と

う
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
職
種
は
こ
だ
わ
ら
な
い

が
、
就
職
し
て
す
ぐ
に
倒
産
は

イ
ヤ
。
こ
の
先
ず
ー
っ
と
働
き

続
け
れ
る
職
場
を
探
し
て
い

る
。
国
に
望
む
こ
と
は
減
税
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
消
費
税

の
引
き
下
げ
、
失
業
給
付
期
間

の
延
長
や
職
業
紹
介
・
求
人
開

拓
の
強
化
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ

に
よ
る
人
員
削
減
の
規
制
な
ど

を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
は
、
十
一
・

六
愛
知
総
行
動
で
、
国
や
県
に

反
映
さ
せ
ま
し
た
。

一
宮
地
区
労
連

１１.６愛知総行動

一
宮
市
で
は
雇
用
と
営
業
の

緊
急
対
策
を
申
し
入
れ
た

緊
急
雇
用
対
策
な
ど
要
請

当当面面のの日日程程

１１月２２日� 倒産と経営危機から職場を守る学
習交流集会（豊橋）

１１月２９日� 第４回あいちパート集会
〃 第３０回はたらく女性の県集会

１２月５日～６日 愛労連春闘討論集会
１２月２３日� 愛労連第２０回臨時大会

昼休みデモ＝中区栄にて

第６８号

消
費
税
を
せ
め
て
３
％
に
�
、
医
療
・
年
金
の
改
悪
反
対

�
、
銀
行
へ
の
六
〇
兆
円
や
め
て
、
く
ら
し
に
ま
わ
せ
�
、
小

渕
内
閣
は
国
民
の
声
を
聞
け
―
�
不
況
打
開
、く
ら
し
・
雇
用
・

福
祉
を
守
ろ
う
と
十
一
・
六
全
国
統
一
行
動
が
お
こ
な
わ
れ
、

愛
知
で
は
二
五
地
域
労
連
が
早
朝
宣
伝
、行
政
機
関
へ
の
要
請
、

署
名
宣
伝
、夜
の
集
会
な
ど
、
終
日
行
動
し
ま
し
た
。

県
で
は
、
愛
知
県
や
通
産
局
、
銀
行
な
ど
十
一
ケ
所
に
緊
急

雇
用
対
策
や
貸
し
渋
り
な
ど
の
改
善
を
求
め
る
要
請
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
名
古
屋
市
中
区
栄
小
公
園
で
は
年
金
者
組

合
を
中
心
と
し
た
座
り
込
み
や
小
渕
内
閣
に
対
す
る
「
怒
り
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
続
々
と
�
怒
り
�
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

不不
況況
打打
開開
・・
くく
らら
しし
、、雇雇
用用
をを
守守
ろろ
うう
��

革革
新新
県県
政政
のの
会会

地
区
労
連
の
参
加
者
ら
は
、



〈内容〉
＊不況に追い討ち年金大改悪
＊「三つの要求」でよりよい年金
＊雇用と賃金が決めて
＊ストップ年金大改悪など

愛知県の最低賃金

パート・臨時・アルバイトすべての労働者に適用

日 額５、３２０円
時間給 ６６５円

１９９８年１１月１５日

年
金
が
危
な
い
１
回
目

「
年
金
改
悪
」
と
言
っ
て

も
、
ピ
ン
と
く
る
の
は
五
〇
歳

代
も
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
。

ま
だ
若
い
貴
方
に
と
っ
て
は

他
人
事
と
思
わ
れ
る
の
も
ム
リ

の
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
政
府

・
自
民
党
は
そ
の
ス
キ
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
来
年
に
迫
っ
た
年

金
大
改
悪
の
狙
い
目
は
ま
さ
に

現
役
労
働
者
な
の
で
す
。

「
五
つ
の
選
択
肢
」
と
し
て

話
題
に
な
っ
た
、
厚
生
省
の
年

金
改
悪
案
に
よ
れ
ば
、
保
険
料

月
額
は
現
在
よ
り
五
〇
％
ア
ッ

プ
。
現
賃
金
額
が
三
四
万
円
と

す
れ
ば
、
現
在
約
三
万
円
の
保

険
料
が
四
万
五
千
円
へ
と
一
万

五
千
円
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
三
号
被
保
険
者

と
し
て
現
在
は
保
険
料
免
除
の

無
職
の
配
偶
者
か
ら
も
保
険
料

を
徴
収
と
な
れ
ば
、
こ
れ
が
月

一
万
三
三
〇
〇
円
で
す
か
ら
、

合
計
す
れ
ば
月
二
万
八
千
円
の

負
担
増
で
す
。

今
年
の
貴
方
の
賃
上
げ
を
思

い
出
し
て
下
さ
い
。
ど
ち
ら
が

ど
れ
だ
け
大
き
い
か
？

こ
ん
な
大
き
な
負
担
を
強
い

ら
れ
た
末
に
、
あ
な
た
が
受
け

る
年
金
は
？

現
在
の
月
支
給
額
の
二
〇
％

を
カ
ッ
ト
。
厚
生
年
金
だ
と
現

行
二
三
万
円
の
年
金
は
一
九
万

円
に
減
る
勘
定
で
す
。
そ
の
う

え
現
在
三
七
歳
（
六
一
年
四
月

二
日
）
以
降
の
人
は
、
六
五
歳

ま
で
に
年
金
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
が
、
今
た
た
か
わ

な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
と
ん
で
も

な
い
こ
と
が
現
実
に
な
り
ま

す
。
お
金
が
な
い
わ
け
で
な

い
。「
銀
行
へ
の
六
〇
兆
円
」
に

言
及
す
る
ま
で
も
な
く
、
年
金

積
立
金
は
現
在
一
六
〇
兆
円
も

あ
り
、
こ
れ
は
年
金
支
払
い
の

五
年
分
に
も
あ
た
る
の
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

年
金
者
組
合
・
駒
田

伝
雄
さ
ん
が
担
当
し

ま
す
。

愛労連結成まで

政
府
は
、
来
年
の
通
常
国
会
で
、
年
金
改
悪
案
を
上
程
予
定
。
少
子
高
齢
化
論
や
財
政
危
機

論
で
、国
民
の
不
安
を
あ
お
っ
て
い
ま
す
。安
心
し
て
老
後
が
く
ら
せ
る
年
金
制
度
確
立
の
た
め

に
―
―
。
改
悪
の
ポ
イ
ン
ト
と
運
動
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

井上 利雄（前愛労連議長）

愛 労 連

ええ
ーー
っっ
！！
６６５５
歳歳
まま
でで
年年
金金
ゼゼ
ロロ
�

実行委員の山口さん

―ＮＯ．５―

・と き １１月２９日�１０時～１５時
・ところ 名古屋市女性会館大ホール・参加費 ８００円

第第３３００回回

ははたたららくく女女性性のの愛愛知知県県集集会会
――１３時開会 名古屋市生涯学習推進センターにて

「
不
況
の
嵐
の
中
、
ス
キ
ー

客
が
激
減
。
町
収
入
に
も
大
打

撃
で
す
。
こ
の
冬
、
ス
キ
ー
を

や
る
な
ら
、
町
営
き
そ
ふ
く
し

ま
ス
キ
ー
場
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
」
と
長
野
県
木
曽
福
島
町
の

田
中
勝
巳
町
長
が
、
町
営
ス
キ

ー
場
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め

愛
労
連
を
訪
れ
、
阿
部
精
六
議

長
に
要
請
し
ま
し
た
。

木
曽
福
島
町
に
は
二
つ
の
ス

キ
ー
場
が
あ
り
、
冬
は
た
っ
ぷ

り
と
ス
キ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
う
ち
国
道
３
６
１
号
線
沿

い
が
町
営
「
き
そ
ふ
く
し
ま
ス

キ
ー
場
」。ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
禁
止

の
た
め
、
「
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
た

め
の
ス
キ
ー
場
」
で
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
安
心
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
御

岳
山
、木
曽
駒
ケ
岳
、乗
鞍
岳
な

ど
三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が

楽
し
め
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
十

二
月
十
九
日
予
定
。
三
月
い
っ

ぱ
い
ま
で
Ｏ
Ｋ
。
期
間
中
は
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
。

本
誌
持
参
の
方
は
、
一
日
リ

フ
ト
券
が
一
〇
〇
〇
円
引
き
、

そ
の
他
、
一
日
ス
キ
ー
ス
ク
ー

ル
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
〇
〇
円
引
き
と
な
り

ま
す
。

ア
ク
セ
ス

■
鉄
道
�
Ｊ
Ｒ
名

古
屋
駅
か
ら
中
央
線
に
乗
り
、

Ｊ
Ｒ
木
曽
福
島
駅
で
下
車
。

■
自
動
車
�
中
央
自
動
車
道
・

中
津
川
イ
ン
タ
ー
で
下
り
、
国

道
１９
号
線
で
木
曽
福
島
町
へ
。

この冬

きそふくしまスキー場へ

�
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｗ

も
っ

と
す
て
き
に
働
き
た
い
か
ら
�

を
合
い
言
葉
に
、
は
た
ら
く
女

性
の
愛
知
県
集
会
が
十
一
月
二

九
日
、
開
か
れ
ま
す
。
明
日
の

こ
と
を
語
り
あ
い
た
い
人
、
豊

か
に
暮
ら
し
、
仕
事
に
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
た
い
人
、
ど
う
ぞ

い
ら
し
て
下
さ
い
。

今
年
は
、
集
会
が
開
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
三
〇
周
年
を
迎

え
ま
す
。
二
一
世
紀
を
目
前
に

し
て
状
況
は
暗
い
も
の
ば
か

り
。
そ
れ
だ
け
経
済
的
に
も
政

治
的
に
も
、
今
ま
で
の
パ
タ
ー

ン
で
は
立
ち
い
か
な
い
の
で
し

ょ
う
。
新
し
い
発
想
と
運
動
の

展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
演
は
「
女
性
が
切
り
開
く

二
一
世
紀
」
と
題
し
て
、
高
木

督
男
さ
ん
。
留
学
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
西
欧
の
労
働
運
動
を

視
野
に
入
れ
、
私
た
ち
の
運
動

の
未
来
を
展
望
し
ま
す
。
文
化

行
事
は
穴
沢
源
子
さ
ん
。
情
緒

豊
か
に
し
っ
と
り
と
日
本
の
歌

を
聴
か
せ
ま
す
。
二
〇
世
紀
を

切
り
開
い
て
き
た
先
輩
た
ち
、

そ
の
財
産
を
さ
ら
に
、
確
実
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
お
誘
い
し
ま
す
。

定価３００円

３０周年記念パンフもできました

第６８号

富
山
で
の
母
親
大
会
に
参
加

し
た
パ
ー
ト
の
仲
間
が
、
「
労

働
組
合
が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か

っ
た
。
全
国
に
悲
惨
な
状
況
の

仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
。
労
組

の
活
動
は
大
変
だ
け
ど
が
ん
ば

る
」と
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
女
は
職
場
に
給
湯
器
の
設

置
、休
憩
の
保
障
な
ど
、働
き
や

す
い
職
場
に
変
え
る
た
め
粘
り

強
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
主
婦
が
め
ざ
め
、
働
く
仲

間
・
労
働
者
に
変
っ
て
い
く
。

私
の
周
り
で
は
こ
ん
な
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
世

間
一
般
の
パ
ー
ト
は
、
時
間
給

を
も
ら
う
だ
け
。
有
給
休
暇
、

一
時
金
、
労
災
、
昇
給
…
…
そ

ん
な
も
の
知
ら
な
い
わ
。
そ
ん

な
権
利
あ
る
の
。
自
分
の
待
遇

の
ひ
ど
さ
に
気
づ
か
な
い
。
そ

ん
な
パ
ー
ト
の
仲
間
に
権
利
を

知
っ
て
欲
し
い
。
パ
ー
ト
の
思

い
を
語
り
合
い
、
知
恵
を
出
し

合
っ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
。

正
規
の
職
員
、
労
組
役
員
の

み
な
さ
ん
！
パ
ー
ト
の
本
音
を

聞
い
て
下
さ
い
。
私
た
ち
も
労

働
者
で
す
。
同
じ
仲
間
で
す

よ
。
そ
ん
な
熱
い
思
い
で
今
年

も
パ
ー
ト
集
会
を
開
き
ま
す
。

パ
ー
ト
も
正
規
も
臨
時
も
働
く

仲
間
と
し
て
ぜ
ひ
、
「
つ
ど

い
」
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

（
め
い
き
ん
生
協
労
組

パ
ー
ト
部
会

山
口
久
美
江
）

１１月２９日

労労
働働
者者
のの
要要
求求
実実
現現

第第�回回

（２）

目
的
と
任
務
は

パパ
ーー
トト
・・
臨臨
時時
のの
元元
気気
のの
出出
るる
集集
会会

労
働
組
合
は
「
綱
領
」
に

目
的
と
任
務
を
定
め
て
お

り
、
「
綱
領
」
は
、
組
合
の

行
動
全
体
を
長
期
的
に
示

し
、
各
年
度
の
運
動
方
針
を

生
み
出
す
土
台
で
す
。
「
規

約
」
は
、
そ
の
組
合
の
組
織

原
則
、
運
営
と
活
動
の
基
本

的
あ
り
方
を
明
文
化
し
た
も

の
で
、
労
働
組
合
の
団
結
を

支
え
、
組
合
内
部
の
矛
盾
や

対
立
が
あ
る
時
、
頼
る
べ
き

唯
一
の
基
本
で
す
。

愛
労
連
の
組
織
と
運

動
を
考
え
る
時
、
こ

の
「
綱
領
」
と
「
規

約
」
を
し
っ
か
り
つ

か
ん
で
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

愛
労
連
は
愛
知
の

ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
全
労
連

の
加
盟
組
織
で
あ
り

そ
の
結
成
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
そ
の
「
綱

領
」
と
「
規
約
」
は

全
労
連
の
「
行
動
綱
領
」
と

「
規
約
」
を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。
全
労
連
は
「
行
動
綱

領
」
の
冒
頭
で
、
そ
の
目
的

と
役
割
に
つ
い
て
、
「
労
働

者
の
切
実
な
要
求
実
現
と
働

く
人
々
の
希
望
に
輝
く
未
来

の
為
に
、
す
べ
て
の
労
働
者

・
国
民
と
と
も
に
、
そ
の
歴

史
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

最
大
の
目
的
と
し
て
行
動
し

ま
す
」
と
明
記
し
て
ま
す
。

同
時
に
こ
の
要
求
実
現
の
為

に
は
、
要
求
に
基
づ
い
て
団

結
し
、
統
一
し
て
た
た
か
う

�
多
数
�
の
力
の
結
集
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
、

「
資
本
か
ら
の
独
立
」
「
政

党
か
ら
の
独
立
」
「
共
通
の

要
求
で
の
行
動
の
統
一
」
と

い
う
三
原
則
を
大
切
に
す
る

こ
と
も
強
調
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
労
連
と
「
連
合
」

の
結
成
に
よ
っ
て
日
本
の
労

働
戦
線
の
統
一
が
決
着
し
た

わ
け
で
な
く
、
全
労

連
・
愛
労
連
が
要
求

実
現
の
為
に
こ
そ
生

ま
れ
た
と
い
う
原
点

を
踏
ま
え
、
強
大
な

支
配
層
と
真
っ
向
か

ら
た
た
か
っ
て
、
要

求
実
現
の
展
望
を
切

り
開
き
、
広
範
な
労

働
組
合
が
共
同
行
動

を
積
み
重
ね
、
大
同

団
結
し
て
い
く
こ
と

を
重
視
し
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
の

労
働
戦
線
の
統
一
母

体
と
な
る
役
割
を
積

極
的
に
担
っ
て
い
く
展
望
と

決
意
を
示
し
た
も
の
で
す
。

愛
労
連
の「
綱
領
」で
も
、「
私

た
ち
は
、労
働
組
合
運
動
の

積
極
的
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

た
た
か
う
労
働
者
・
労
働
組

合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
く
み
つ

く
し
、
未
組
織
労
働
者
お
よ

び
年
金
受
給
者
の
組
織
化
に

つ
と
め
、
運
動
と
組
織
の
発

展
を
め
ざ
し
て
た
た
か
い
ま

す
」
と
、
そ
の
役
割
と
運
動

方
向
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

リリフフトト券券割割引引ききあありり

平平成成１１００年年１１００月月１１日日よよりり


